
令和 3年 8月 23 日 須磨区長決定 

須磨区スポーツ活動補助金交付要綱 

（目的） 

第１条 この要綱は、須磨区内（以下、「区内」という。）に在住又は在学又は在勤する区民等（以 

下、「区民」という。）が主催、参加する競技大会等（以下「大会等」という。）の実施に対し、 

必要な経費の一部を活動補助金（以下、「補助金」という。）として支援し、区民の健康増進、 

子どもの健全育成、地域活性化に寄与することを目的とする。 

２   補助金の交付については、地方自治法（昭和 22 年法律第 67 号）、地方自治法施行令（昭和 

22 年政令第 16号）、神戸市補助金等の交付に関する規則（平成 27年 3 月神戸市規則第 38 号。 

以下「補助金規則」という。）の定めによるほか、この要綱の定めるところによる。 

 

（補助対象となる団体） 

第２条 補助金の交付対象は、次の各号に掲げる要件を充たす団体で、須磨区長（以下、「区長」と

いう。）が特に必要と認めたものとする。 

 (1) 区内に拠点があり、市区内で活動していること 

  (2) 会の目的、活動内容等を示した会則等を有していること 

 (3) 代表者、及び副代表者等の代表機関を有していること 

(4) 会計報告を行っていること 

 (5) 営利を目的とせず、且つ営利的活動を行っていないこと 

 (6) 市区内で広く区民に開かれた継続的な大会等の開催実績を有する団体で、申請時において、

過去の活動実績が相当のものであることを確認できること。ただし、区長が特に適当と認め

る場合はそれに限らない。 

  (7) 団体の構成員に暴力団その他反社会的活動を目的とした団体等に所属する者又はその関係者

等がいないこと 

 

（補助金の種類と申請）  

第３条 この要綱により定める補助金は、小学生等子どもを対象に行う大会等への補助金（以下、 

    「子ども大会補助金」という。）とその他一般大会等への補助金（以下、「一般大会補助金」

という。）の２種類とする。 

２ 前号の補助金申請は、同年度内において同一団体につき、1回限りとし、子ども大会補助 

金と一般大会補助金は重複して申請はできないこととする。 

 

（子ども大会補助金の内容と選考基準） 

 第４条  この要綱により定める子ども大会補助金は、第 2条各号の要件を充たす団体が補助対象 

期間内に実施する小学生等子どもを対象に行う大会等の施設使用料、資材購入経費、その 

他開催に係る経費の一部を補助する。 

   ２  区長は、子ども大会補助金については、団体が提出した補助金の交付申請書に基づき、 

    子どもの健全育成及び地域活性化の観点から大会等の規模、区民（小学生等子ども）の参 



加割合、参加者数等を選考基準として総合的に審査し、予算の範囲内で補助金交付団体を 

決定する。 

 

(一般大会補助金の内容と選考基準) 

第５条 この要綱により定める一般大会補助金は、前第 2条各号の要件を充たす団体が補助対象

期間内に実施する大会等の施設使用料、資材購入経費、その他開催に係る経費の一部を補

助する。 

   ２  区長は、一般大会補助金については、団体が提出した補助金の交付申請書に基づき、地 

域活性化の観点から大会等の規模、区民の参加割合、参加者数を選考基準として総合的に 

審査し、予算の範囲内で補助金交付団体を決定する。 

 

（補助金の額） 

第６条 補助金の額は、以下のとおりとする。 

補助金の種類 補助金の額 

子ども大会補助金 年間 100,000 円を上限に区長が決定する。 

一般大会補助金 年間 50,000 円を上限に区長が決定する。 

 

（補助対象外経費） 

第７条 前項の規定に関わらず、次の各号に掲げるものは，補助の対象から除外する。 

(1) 領収書がない等使途が不明な経費 

(2) 国、県、市から補助金等が交付される場合において、当該補助金等により充当される経費 

(3) 団体構成員の人件費及び報酬等、飲食を主たる目的とする会合にかかる経費 

 

(補助対象となる活動の期間） 

第８条 補助対象となる活動の期間は，当該年度の 4月 1日から 3月 31 日とする。 

２ なお、当該補助制度の創設年度（令和 3 年度）に限り、補助申請時から年度当初にさか

のぼり開催した大会についても当該補助申請内容に含めることができるものとする。 

 

（補助金の交付申請） 

第９条 補助金の交付を受けようとする団体は、指定の申請期間内に、次に掲げる書類を区長に 

提出しなければならない。 

(1) 補助金交付申請書（様式第１号） 

(2) 補助対象となる活動期間内に実施を予定している大会の事業計画書 

(3) 団体の会則等、会員名簿、前年度の収支決算書及び当年の収支予算書 

(4) 請求書兼口座指定書（通帳の写し） 

(5) その他区長が必要と認める書類 

  

 



（補助金の交付決定） 

第１０条 区長は、補助金規則第 6条による補助金の交付の決定（以下「交付決定」という。）を 

行うときは、補助金交付決定通知書（様式第 2号）により、当該補助金の交付を申請した団 

体に通知する。 

２ 区長は、補助金規則第 6条第 3項による補助金の交付が不適当である旨の通知を行うとき 

は，補助金不交付決定通知書（様式第 3号）により、当該補助金の交付申請団体に通知する。 

 

（補助金の概算払い） 

第１１条 補助金の交付決定を受けた団体（以下「補助団体」という）は補助金規則第 18条第 2

項に基づき補助事業の完了前に概算払いを受けようとするときは、補助金概算払交付請求書

（様式第 4号）を区長に提出しなければならない。 

２ 前項の請求があったときは，区長は速やかに助成金を交付決定団体に支払うものとする。 

 

（事情の変更） 

第１２条 区長は、交付決定後に天災地変や感染症等流行、その他特別の事情による補助対象活

動の中止が生じた場合は、交付決定の全部若しくは一部を取り消し、又はその決定の内容若

しくはこれに附した条件を変更することができる。 

２ 前項の場合においても、施設キャンセル料や大会準備に要する資材購入等については補助

対象とすることができる。この場合、補助対象団体は第 9条第 1項に基づき区長に必要書類

を提出することとする。 

 

（報告書の提出） 

第１３条 補助対象団体は，補助金規則第 15 条に基づき補助事業の実績を報告しようとするとき

は，次に掲げる書類を指定する期日までに区長に提出しなければならない。 

(1) 事業報告書（様式第 5号） 

(2) 補助対象となる活動期間内に実施した大会の状況がわかるもの 

(3) 補助金を活用した経費についての領収書の写し  

(4) その他区長が必要と認める書類 

   ２ 報告により補助金を精算し，残金が生じる場合は、補助対象団体はこれを区長に返還し

なければならない。 

 

（是正のための措置） 

第１４条 区長は，補助団体の活動が適切に遂行されていないと認めるときは，補助団体に対し，

当該補助団体の活動を適切に遂行することを求めることができる。 

 

（補助額の確定） 

第１５条 区長は，補助金規則第 16 条による補助金の交付額の確定を行ったときは，補助金額確

定通知書（様式第 6 号）を第 14 条に規定する事業報告書を受理後，30 日以内に補助団体に通



知するものとする。 

２ 区長は，確定した補助金の交付額が，交付の決定における交付額と同額である場合は，第 1項

の規定による通知を省略することができる。 

 

（交付決定の取消し） 

第１６条 区長は，補助金規則第 19 条による補助金の交付決定の全部又は一部を取消したとき

は，速やかに，その旨を補助金交付決定取消通知書（様式第 7号）により補助対象団体に通知

するものとする。 

２ 区長は，前項の規定により補助金の交付を取消した場合において，既に補助金を交付してい

るときは，期限を定めて補助金を返還させるものとする。 

 

（補助対象事業の後援名義） 

第１７条 申請団体は対象事業について、須磨区後援名義が必要な場合は、別途「須磨区後援名

義使用に関する取り扱い要綱」に基づいて区長に申請を行うものとする。 

  

（補 則） 

第１８条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付等に必要な事項は、区長が別に定める。 

 

 

   附 則 

   この要綱は、令和 3年 8月 23 日から施行する。 


